
白鷹職の「縛真鶴赫手当」の「働く日額）
・雛議封義（船舶連絡）　2（舶）円

・灘嬢対導く絶滅書館）　1400四

・弾道ミサイ高柳鴎∴∴・1100同

●着取り対鶴　　　　　1100円

・爆持物越覆　　　　　1万400剛

●捌桝的i∴∴∴∴子両店に勝じて決定

・中東軍営きく撹青雲露・？

申
栗
源
選
管
危
険

驚
欝
調
査
、
研
究
も
対
象

白

粥

醜

畿

隊衛

政
府
は
、
早
け
れ
ば
乗
膏
に
も
塞
髄
す
る
中
東

海
域
へ
の
岩
畳
記
騒
道
に
関
し
、
隊
員
の
処
遇
を

籍
す
る
方
向
で
横
樹
に
入
っ
た
。
防
衛
省
の
聞

達
軸
を
亜
通
し
て
派
柵
経
員
に
特
別
手
当
茅
受

も
手
煙
く
す
る
こ
と
で
、
万
全
の
派
遣
態
梼
誌
整

え
る
狙
い
が
あ
る
。
複
数
の
調
撰
著
が
1
3
日
、
朗

ら
か
に
し
」
萄

綴
収
集
や
蓋
鷲
さ

れ
て
い
る
。

自
衛
隊
に
は
涜
職
対
処
や
弾

導
、
サ
イ
ル
対
処
な
ど
任
務
内

容
に
応
じ
た
「
特
殊
勤
務
手
当
」

が
支
給
さ
れ
る
が
、
田
蓋
・
研

究
に
対
す
る
手
当
は
破
け
ら
れ

て
い
な
い
。
隊
員
罵

る
の
は
繁
組
手
当
や
航
海
手
当

な
ど
の
基
本
手
当
の
み
で
、
自

民
党
か
ら
は
「
情
勢
に
よ
っ
て

は
鸞
調
等
土
呂
露
播
荏

務
に
も
特
別
の
手
当
を
散
財
る

ペ
竃
」
と
の
声
が
上
が
っ
て

いた。こ
の
た
め
政
府
は
、
持
殊
勤

撃
当
の
一
つ
で
あ
る
「
海
上

審
眉
砦
手
当
」
を
中
東
で
の
任

務
に
通
用
す
る
方
向
で
欝
し

て
い
る
。
日
額
l
1
0
0
円
と

規
定
さ
れ
て
い
る
支
給
額
の
上

限
も
引
き
上
げ
、
源
賊
対
処
に

淀
は
る
船
舶
義
範
と
岡
持
の
日

額
2
千
寛
度
と
す
る
案
な
ど

が
上
が
っ
て
い
る
。

鷲

の

保

険

も

新

等

溶

着

動

や

在

外
邦
人
筏
護
、
後
方
支
援
な
ど

を
対
象
と
す
る
現
在
の
「
P
K

O

霞

保

険
」
を
中
東
で
の
任
務
に
も
適

用
し
、
死
亡
轟
議
書
な
ど

に
対
す
る
補
償
を
手
原
く
す
る

こ
と
を
裾
野
に
入
れ
て
い
る
。

万
全
処
遇
政
治
の
責
務

畠
田
啓
裏
紙
雷
漬
任
務
を

遂
行
す
る
に
は
、
露
駆
な
部
隊

運
用
聾
徹
底
し
た
訓
練
に

加
え
、
手
尊
い
処
遇
も
不
可
欠

と
な
る
。
政
府
が
中
富
濫
域
に

派
遣
す
る
隙
員
の
手
当
富
鉱
充

す
る
の
は
こ
の
聾
連
用

－
。
田
埋
露
認
教
諾
自
衛
隊
の
努
力

に
よ
る
と
－
」
憲
夫
き
い
が
、

借
景
が
従
順
の
憂
い
な
く
任
務

に
当
た
れ
る
処
遇
を
確
保
す
る

の
は
政
治
の
責
務
と
い
え
る
。

自
衛
隊
の
「
特
殊
勤
務
手

当
」
に
は
、
海
賊
対
処
匿
渇
け

る
ソ
マ
リ
ア
沖
ア
デ
ン
湾
で
の

船
舶
離
郷
（
日
額
2
千
円
）
▽

弾
道
ミ
サ
イ
ル
対
処
（
目
顔
1

1
0
0
円
）
▽
北
朝
鮮
に
よ
る

洋
上
で
の
違
法
取
引
「
瀞
取

り
」
へ
の
対
処
（
日
額
1
1
0

0
円
）
－
な
ど
が
あ
る
。

差
衛
雄
に
乗
る
海
上
自
衛
隊

農
の
場
合
も
と
も
と
鶴
緒
の

3
3
％
が
加
重
さ
れ
る
「
乗
組
手

当
」
や
、
航
行
臨
機
に
応
じ
て

支
治
さ
れ
る
「
航
瀞
手
当
」
な

ど
の
基
本
手
当
が
股
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
上
に
特
殊
動
織
挙

当
が
莫
諭
さ
れ
急
使
組
み
に
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
過
酷
な

任
務
へ
の
対
価
と
し
て
は
「
安

す
ぎ
る
の
で
は
し
と
妥
当
性
を

蟻
っ
指
摘
も
あ
る
。

防
衛
省
般
億
法
の
「
鱒
董
・

研
究
」
に
基
づ
く
億
報
収
集
や

審
戒
藍
復
任
藩
に
は
、
そ
の
特

鷲
手
当
さ
え
付
か
な
い
。

任
務
の
危
険
性
が
比
較
的
低
い

と
き
れ
る
た
め
だ
。
た
だ
、
情

勢
が
不
安
定
な
由
東
海
域
で
行

う
と
な
れ
ば
話
は
変
わ
る
。
6

月
に
ホ
ル
ム
ズ
漠
で
起
き
た

日
本
関
連
船
舶
へ
の
政
義
の
よ

う
な
事
案
が
再
び
発
生
す
れ
ば

一
気
に
緊
迫
が
増
す
た
け
に
、

「
蛤
殊
勲
適
手
当
な
し
」
は
バ

ラ
ン
ス
を
欠
く
。

政
府
は
今
後
、
中
東
派
遣
の

具
体
的
な
任
萬
無
害
寓
語
だ

上
で
手
当
の
支
給
額
を
決
め
る

方
針
だ
が
、
隊
員
の
処
遇
も
含

め
た
万
全
の
態
勢
で
の
派
遣
が

求
め
ら
れ
る
。

（石鰯雲）


